
「やさしさ」と「しあわせ」があふれる 桃五小       
                       

令和６年度がスタートしました。お子様のご入学、ご進級、誠におめでとうございます。

令和６年度は、時代の風を意識し、持続可能な社会の創り手となる子供を育てるために、教

育目標「やさしく かしこく たくましく」の「やさしく」を重点目標としました。 

また、学校の基本理念を「自立と共生」として、「自分でよく考え、自分らしく行動する

子（自立）」と「違いを認めて、人を大切にする子（共生）」を学校運営の中核に据えて、子

供が主体となる教育活動を展開していきます。 

子供たちは、学校で多くの人と関わり、多様な考え方があることを知り、それを受け入れ

ることで、自分の中に「やさしさ」を育てていきます。また、自分の考えをもち、周りの人

と協力して実行することで、さらに「やさしさ」が育っていきます。 

これからの時代は、自分ができたり、成功したりする喜びを「しあわせ」と感じるのはも

ちろんのこと、誰かを助けたり、誰かの役に立ったりする喜びを「しあわせ」と感じる人が

増えることで、よりよい学校や社会になると考えます。そのために、本校では青少年赤十字

（日本赤十字社）に加盟し、教育課程に位置付けています。子供でも、大人でも「人は、今

よりもやさしくなるために、しあわせになるために学ぶ」というのが私の教育理念です。 

令和６年度は、より一層、子どもが主体となる教育活動を行い、「やさしさ」と「しあわ

せ」があふれる桃五小を、みんなで創っていきたいと思います。そこで、桃五小に「しあわ

せ」引き寄せるために、５つの習慣を考えました。桃五小の習慣として、実践していきたい

と思います。 

 また、令和６年度は、子供も大人も余裕をもって生活できるように、生活時程を大きく変

更しました。正規教員の勤務時間は、８時から１６時３０分としました。また、年間行事予

定や学校行事のあり方も大きく見直しています。保護者連絡や欠席連絡については、「すぐ

メール」から「tetoru」に変更になっていますので、確実な登録と連絡をお願いいたします。 

さて、令和６年度は、本校が創立９０周年を迎えます。記念式典は１１月２日（土）を予

定しています。また、校庭芝生化２０周年のメモリアルな年です。これまでの学校の歴史を

学ぶとともに、新たな夢や希望がもてる年にしたいと思います。また、昨年度、入札不調と

なった給食室の大規模改修を、６月から１２月までの工期で実施する予定です。２学期の給

食は、お弁当の対応をお願いすることになります。ご理解、ご協力をよろしくお願いいたし

ます。 

令和６年４月８日          

                   杉並区立桃井第五小学校 校長 佐野 篤 

 

しあわせの「し」は、しせいの「し」    

しあわせの「あ」は、あいさつの「あ」、ありがとうの「あ」 

しあわせの「わ」は、わらいの「わ」 

しあわせの「せ」は、せいとん「せ」 

 


